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『ねっとわぁく』バックナンバーから、特徴的な記事や、登場した有名人・出来事などをピックアップしました。（金澤実幸）

次
子どもたち

世代へつなぎたい
　「ねっとわぁく」は創刊から36年が経ち、今号で70号目を

迎えました。

　この間、1999（平成11）年、「男女共同参画社会基本法」

が制定されたことは、それまでの社会や家庭での男と女の

関係やあり方を見直す機会となりました。以来、「男女の個

人としての尊厳が重んぜられること、男女が性別による差別

的な扱いを受けないこと、男女が個人として能力を発揮する

機会が確保されること、その他の男女の人権が尊重されるこ

と」を旨とし、男女共同参画社会の実現は、国の最重要課題

と位置づけられ、様々な取り組みが行われてきました。

　今号では、過去36年の「ねっとわぁく」を振り返ります。

そして、男女共同参画社会の次の時代を担う「子ども」をキ

ーワードに、教育・子育て支援に関わる人、障がい者の親、子

どもを見守る近所の大人、LGBT当事者の大人、大学生、な

どいろいろな立場からみた大人と子どもの関係や取り組み

を紹介します。

　子どもたちは、身近な大人をロールモデルとして育ちま

す。周りの大人の言動が子どもたちに大きく影響を与えま

す。そうでありながら、私たち大人は、旧来の、性差による役

割分担の固定化、差別の意識、性の多様性を認めない不寛

容さなどを、無意識のうちに子どもたちにすり込んでいませ

んか？

　まずは、大人である私たち自身が男女共同参画の理念を

理解し、意識を変え、実践していかなければなりません。子

どもたちの世代へ男女共同参画社会をつなげていくために、

様々な分野での男女の関わり方や取り組みについて、改めて

大人が学び、考えていく必要があります。

　子どもたちへどんな男女共同参画社会をつなぎたいか、何

を託していきたいか、を一緒に考えてみませんか。

このイラストは、「ねっとわぁく」11号から 22号で使われた表紙
イラストをアレンジしたものです。
静岡の特産品で「ねっとわぁく」を表現しています。
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70号足かけ36年の間に県知事は４人、全員誌面にインタビューで登場。創刊号インタビューは山本敬三郎知事 (当時 )。

　

県
内
の
学
校
教
育
現
場
の
最
前
線
に
い
る
教

職
員
も
、
児
童
生
徒
た
ち
の
多
様
な
生
き
方
へ

の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
受
け
止

め
な
が
ら
指
導
を
行
え
る
よ
う
、
研
修
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
教
育
委
員
会
と
し
て
の
取
り
組
み
を
、

静
岡
県
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課
人
権
教
育
推

進
室
の
芳
岡
遵
一
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

静
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の
公
立
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
で
人
権

教
育
の
推
進
の
役
割
を
担
う
教
職
員
や
各
学
校

の
管
理
職
、
市
町
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
等

を
対
象
に
、
人
権
教
育
の
研
修
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

各
公
立
学
校
か
ら
１
人
は
必
ず
参
加
す
る
人

権
教
育
の
研
修
会
で
は
、
全
国
的
に
有
名
な
講

師
を
招
い
て
の
講
演
会
や
グ
ル
ー
プ
協
議
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
参
加

体
験
型
学
習
『
教
師
の
一
言
』
を
実
施
し
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
声
の
か
け
方
に
つ
い
て
児
童
生

徒
の
立
場
に
な
っ
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
他
、
障
害
者
差
別
解
消
法
へ
の

理
解
を
深
め
る
研
究
協
議
、
各
学
校
の
人
権
教

育
の
全
体
計
画
を
用
い
て
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

人
権
教
育
の
研
修
会
に
は
公
立
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
だ
け
で

な
く
、
市
町
教
育
委
員
会
の
指
導
主
事
や
一
部

の
私
立
高
校
教
職
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
教
育
委
員
会
の
こ
の
取
り
組
み
は
、

人
権
教
育
推
進
の
役
割
を
担
う
者
と
し
て
の
自

覚
を
高
め
、
指
導
者
と
し
て
の
資
質
向
上
と
指

導
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
会
に
参
加
し
た
教
職
員
に
は
、

研
修
で
得
た
学
び
を
各
校
に
持
ち
帰
り
、
自
校

の
教
職
員
間
で
共
有
し
、
児
童
生
徒
へ
の
指
導

へ
生
か
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
権
教
育
指
導
資
料
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
静
岡
県
人
権
教
育
の
手

引
き
」
を
作
成
・
発
行
し
、
公
立
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
等
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
個
別
の
人
権

課
題
を
特
集
し
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う
」「
性
的
指
向
、
性
同

一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う
」「
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
」「
障

害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う
」

と
い
っ
た
も
の
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
職
員
が
児
童

生
徒
の
多
様
な
生
き
方
へ
の
理
解
を
深
め
、
人

権
に
配
慮
し
た
質
の
高
い
教
育
が
行
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
人
権
教
育
の
研
修
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
藁
科
可
奈
）

芳岡遵一さん

人権教育の研修会の様子

「静岡県人権教育の手引き」（平成 29 年度版）
静岡県の人権教育に関する情報は
県公式ホームページで閲覧できます
http://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/kk-020/jinkenkyouiku.html

先生も学んでいます！
～子どもたちの多様な生き方への理解を深めるために

静岡県教育委員会の取り組み～

2

ねっとわぁく70_180314.indd   13ねっとわぁく70_180314.indd   13 18/03/14   9:5218/03/14   9:52



　

誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
実

現
し
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
ぐ
た
め

に
、
私
た
ち
大
人
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

富
士
宮
市
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、

16
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
て
き
た
田

辺
い
ず
み
さ
ん
（
65
）
と
遠
藤
規
世
さ
ん
（
59
）

に
、
話
を
聞
い
た
。

地
域
社
会
の
子
育
て
環
境
の
変
遷

　

就
労
等
で
昼
間
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
児

童
を
預
か
り
、
遊
び
を
主
体
と
し
て
の
育
成
や
、

指
導
を
す
る
『
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
』
。
２
人
が

居
住
地
域
で
そ
の
開
設
を
志
し
た
の
は
２
０
０
１

（
平
成
13
）
年
頃
の
こ
と
だ
。
当
時
の
富
士
宮
市

内
に
は
５
か
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
相
次
い

で
開
設
し
た
が
、
２
人
の
住
む
学
区
に
は
一
つ
も

な
か
っ
た
。
「
き
っ
と
必
要
と
さ
れ
る
施
設
だ
か

ら
、
な
い
な
ら
作
ろ
う
」
と
、
２
人
は
発
起
し

た
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
相
談
し
た
市
の
窓

口
は
、
「
当
該
地
域
で
は
一
定
数
の
利
用
者
が
見

込
め
ず
、
お
そ
ら
く
実
現
は
無
理
だ
ろ
う
」
と
い

う
反
応
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
利
用
対
象
と
な
る

子
ど
も
た
ち
が
通
う
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校

の
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
利
用
に

向
け
て
の
要
望
や
、
開
設
の
賛
同
者
を
募
り
な
が

ら
、
行
政
や
支
援
者
と
協
議
を
重
ね
、
２
０
０
２

（
平
成
14
）
年
に
念
願
の
上
野
児
童
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
16
年
。
今
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
核
家
族
の
共
働
き
世
帯
に
と
っ
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
富
士
宮
市
内
で
も
、
市
か

ら
事
業
委
託
さ
れ
た
地
域
（
育
成
会
）
が
運
営
す

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
28
か
所
に
も
な
る
。

上
野
児
童
ク
ラ
ブ
も
、
当
初
懸
念
さ
れ
て
い
た
利

用
希
望
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
現
在
で
は
定

員
（
40
人
）
オ
ー
バ
ー
の
た
め
、
自
立
心
の
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
は
「
卒
業
」
を
お
願
い
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
な
い
地
域
か
ら
子
育
て
世
帯
が
流
出
す
る
事

態
を
避
け
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
の
な
い
学
区
内
の
小

学
校
に
通
い
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ
の
利
用
を
希
望
す

る
児
童
に
は
、
隣
接
学
区
の
ク
ラ
ブ
ま
で
タ
ク
シ

ー
で
送
る
施
策
の
予
算
措
置
の
検
討
に
入
っ
た
と

い
う
。

　

「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
」
さ
れ
る
社

会
を
目
指
す
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
公

布
・
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
ま
も
な
く
20
年
。
富
士

宮
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
歴
史
は
、
そ
の
ま

ま
同
法
施
行
後
の
地
域
社
会
の
子
育
て
環
境
の
変

遷
に
重
な
る
。
豊
か
な
自
然
や
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
社
会
の
目
、
同
居
の
家
族
に
よ
る
子
育
て
支

援
等
が
あ
り
、
「
そ
れ
ま
で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
が

な
く
て
も
、
何
と
か
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き

た
地
域
」
（
田
辺
さ
ん
）
だ
っ
た
。
し
か
し
、
経

済
的
な
自
立
を
目
指
す
女
性
や
、
仕
事
を
持
つ
祖

父
母
世
代
の
増
加
と
い
っ
た
急
激
な
社
会
背
景
の

変
化
が
あ
り
、
少
子
化
・
過
疎
化
が
進
む
地
域
で

も
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
を
健
全
に
育
み
た
い
、

と
い
う
新
た
な
利
用
の
ニ
ー
ズ
が
生
じ
た
。
行
政

も
そ
の
対
応
に
動
き
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

今
の
マ
マ
パ
パ
は
大
変
だ

　

各
家
庭
で
の
親
の
存
在
感
は
、
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
の
言
動
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
大
き

さ
は
保
護
者
の
働
き
方
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

と
２
人
は
感
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
父
親
が
仕
事

で
長
時
間
拘
束
さ
れ
る
家
庭
で
は
、
母
親
が
自
身

の
働
き
方
を
調
整
し
て
、
そ
の
分
の
子
育
て
を
担

う
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
父
親
が
家
族
と
過
ご
す

時
間
を
あ
る
程
度
確
保
で
き
る
家
庭
は
、
自
然
と

子
ど
も
の
お
迎
え
や
家
事
に
父
親
が
参
画
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。
「
私
た
ち
が
現
役
マ
マ
パ
パ
だ

っ
た
時
代
と
違
っ
て
、
娘
た
ち
の
世
代
の
男
性

は
、
家
事
や
育
児
を
担
う
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
抵
抗

が
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
遠
藤
さ
ん
。
田
辺
さ
ん

は
、
「
家
事
育
児
に
対
す
る
男
女
共
同
参
画
へ
の

意
識
は
進
ん
で
い
る
が
、
長
時
間
労
働
の
壁
が
そ

の
実
現
を
阻
ん
で
い
る
」
と
感
じ
る
。

　

取
材
で
は
、
「
今
の
マ
マ
パ
パ
達
は
大
変
だ
」

と
い
う
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

２
人
の
子
育
て
現
役
時
代
は
、
夫
が
仕
事
ば
か

り
で
、
家
事
や
育
児
を
担
う
時
間
が
な
く
て
も
、

「
そ
う
い
う
も
の
か
、
仕
方
が
な
い
」
と
あ
き
ら

め
て
き
た
。
右
肩
上
が
り
の
安
定
的
な
終
身
雇
用

が
保
障
さ
れ
、
『
一
家
の
大
黒
柱
』
１
人
の
収
入

こんな人が登場① 竹内宏さん（6号 ･1985 年）、増田れい子さん（13号 ･1988 年）、吉永みち子さん（11号 ･1987 年）。

田
辺
い
ず
み
さ
ん

　

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
東
京
都
豊
島
区
出
身
。

都
内
の
小
学
校
で
13
年
間
教
員
を
勤
め
る
。
24
歳
で

学
生
時
代
の
友
人
と
結
婚
し
、
３
人
の
子
を
授
か
る
。

35
歳
で
退
職
し
、
夫
の
故
郷
で
あ
る
富
士
宮
市
に
移

住
。
家
庭
で
ミ
ニ
塾
を
開
い
た
り
、
コ
ー
プ
し
ず
お

か
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、
50
歳

で
上
野
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
。

遠
藤
規
世
さ
ん

　

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
伊
豆
市
出
身
。
都
内
で

保
育
士
と
し
て
勤
務
後
、
24
歳
で
結
婚
し
２
人
の
子
を

授
か
る
。
沼
津
市
で
留
守
家
庭
児
童
会
（
後
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
）
の
指
導
員
を
経
験
し
、
31
歳
で
夫
の

故
郷
富
士
宮
市
に
移
住
。
夢
コ
ー
プ
の
ヘ
ル
パ
ー
や

コ
ー
プ
し
ず
お
か
行
政
区
委
員
会
の
活
動
等
を
経
て
、

44
歳
で
上
野
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
。

開設当時の集合写真

子どもたちの
まなざし
～放課後児童クラブの

現場から～
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で
、
家
族
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
時
代
だ
か
ら
、

仕
事
と
家
事
育
児
と
で
、
夫
婦
の
明
確
な
役
割
分

担
が
可
能
だ
っ
た
。
父
親
は
仕
事
に
ま
い
進
す
る

こ
と
で
、
家
族
か
ら
も
職
場
か
ら
も
評
価
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
、
父
親
も
仕
事
と
家
庭
を
両

立
し
、
等
し
く
家
事
や
育
児
に
参
画
す
る
「
イ
ク

メ
ン
」
で
あ
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。
母

親
も
、
経
済
的
な
事
情
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
長

期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
見
据
え
、
家
事
育
児
と

同
時
に
仕
事
の
継
続
を
望
む
こ
と
が
増
え
た
。

　

女
性
も
男
性
も
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
は
か

り
、
子
育
て
の
分
野
で
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
田
辺
さ
ん
は
、
「
必
要

な
の
は
大
人
の
働
き
方
を
改
善
す
る
こ
と
」
と
主

張
す
る
。
仕
事
が
忙
し
す
ぎ
て
、
家
事
や
育
児
に

参
加
し
た
く
て
も
で
き
な
い
保
護
者
が
多
い
、
と

感
じ
る
か
ら
だ
。
「
た
と
え
ば
、
私
と
夫
が
現
役

教
員
だ
っ
た
時
代
と
比
べ
て
、
今
の
方
が
仕
事
量

が
圧
倒
的
に
増
え
て
、
長
時
間
労
働
で
大
変
そ

う
。
誰
も
が
定
時
に
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
で
き
れ

ば
、
女
性
も
男
性
も
、
家
庭
で
子
ど
も
と
関
わ
る

時
間
が
持
て
る
は
ず
だ
」
と
言
う
。

　

２
人
は
、
「
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、
余
裕
が
な
く

な
っ
た
大
人
た
ち
の
し
わ
寄
せ
が
子
ど
も
た
ち
に

き
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
訴
え
る
。
「
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
の
先
生
の
前
で
は
い
い
子
に
し
て
い

な
く
て
は
、
と
頑
張
っ
て
い
る
。
学
校
で
厳
し
く

指
導
さ
れ
て
下
校
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
疲
れ
て

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
放
課
後
、
児

童
ク
ラ
ブ
に
き
て
解
放
さ
れ
て
地
を
出
し
て
、
保

護
者
が
迎
え
に
来
る
と
、
ま
た
い
い
子
に
戻
っ
て

帰
宅
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
学
校
の
先
生
に

も
、
親
に
も
す
ご
く
気
を
遣
っ
て
い
る
子
が
多

い
」

　

そ
し
て
２
人
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
、
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
発
散
の
場
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
「
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
ク
ラ
ブ
は
学
校
と
家
庭
と
共

に
大
き
な
比
重
を
占
め
る
育
ち
の
場
。
行
政
や
学

校
と
の
連
携
が
も
っ
と
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
遠
藤

さ
ん
は
訴
え
る
。
開
設
以
来
２
人
が
目
指
し
た
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導
す

る
場
で
は
な
く
、
寄
り
添
い
共
に
あ
る
「
居
場

所
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち

も
、
ク
ラ
ブ
の
職
員
に
素
直
に
気
持
ち
を
表
し
て

く
れ
る
、
と
２
人
は
考
え
て
い
る
。

の
び
や
か
に
育
ま
れ
る
次
世
代
の
芽

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
す
人
権
教
育
を
受
け
て
育
っ
て
い

る
。
人
は
性
別
に
よ
っ
て
社
会
的
な
役
割
や
生
き

方
が
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え

方
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
理
念
で
あ
る
。
現

代
の
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
理
想
は
、

性
的
指
向
や
性
自
認
、
そ
し
て
心
身
の
状
態
を
も

一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
し
て
、
互
い
に
認
め
受
け

入
れ
あ
う
姿
勢
だ
。

　

上
野
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
「
時
間
、
空
間
、

仲
間
」
と
い
う
「
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
三

つ
の
『
間
』
」
が
尊
重
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

放
課
後
、
ベ
ー
ゴ
マ
や
け
ん
玉
、
コ
マ
ま
わ

し
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
に
没

頭
す
る
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
遊
び
を
通
じ

て
、
異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
が
の
び
や
か
に
育

つ
社
会
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
は

保
障
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
せ
い
か
「
高
学

年
に
な
っ
て
も
、
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
は
『
男

の
く
せ
に
』
と
か
、
『
女
の
く
せ
に
』
と
は
自
分

に
も
友
達
に
も
言
わ
な
い
よ
う
に
思
う
」
と
２
人

は
言
う
。
次
世
代
の
芽
は
す
で
に
育
ま
れ
始
め
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
世
代
に
つ
な
ぐ
べ
き
こ
と
と
は

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
は
、
「
家
族
を

構
成
す
る
男
女
が
、
相
互
の
協
力
と
社
会
の
支
援

の
下
に
、
子
の
養
育
、
家
族
の
介
護
そ
の
他
家
庭

生
活
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
家
族
の
一
員
と
し

て
の
役
割
を
円
滑
に
果
た
し
、
か
つ
当
該
活
動
以

外
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
（
第
６
条
）
と
あ
る
。

　

ま
た
、
内
閣
府
は
「
誰
も
が
や
り
が
い
や
充
実

感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た

す
一
方
で
、
子
育
て
・
介
護
の
時
間
や
、
家
庭
、

地
域
、
自
己
啓
発
等
に
か
か
る
個
人
の
時
間
を
持

て
る
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
今
こ

そ
、
社
会
全
体
で
仕
事
と
生
活
の
双
方
の
調
和
の

実
現
を
希
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
『
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
』
で
掲
げ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
す
で
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
理
想
と
す
る
教
育
を
受
け
て
育
ち
始
め
て
い

る
。
そ
れ
は
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
の

し
ば
り
を
見
直
そ
う
と
考
え
行
動
し
て
き
た
先
人

た
ち
が
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
も
た
ら
し
て

く
れ
た
「
よ
り
良
い
未
来
」
で
あ
る
。
で
は
私
た

ち
は
次
世
代
に
何
を
つ
な
ぐ
べ
き
か
。

　

「
子
は
親
の
背
を
見
て
育
つ
」
と
い
う
諺
に
も

あ
る
と
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
日
常
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、
周
り
の
大
人
の
言
動
を
モ
デ
ル
と
し
て

学
び
、
育
っ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
男
女
共
同
参

画
基
本
法
が
目
指
し
て
い
る
、
誰
も
が
互
い
に
尊

重
し
あ
い
性
別
に
よ
ら
ず
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
し
、
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
は
、
自
分

た
ち
は
次
世
代
の
手
本
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
自

覚
し
て
、
家
庭
で
も
社
会
的
性
別
に
と
ら
わ
れ
な

い
生
き
方
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
「
家
庭
で
の
役
割

を
優
先
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
働

き
方
で
も
、
生
活
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
保
証
さ
れ

る
社
会
」
を
、
私
た
ち
は
目
指
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。

（
藁
科
可
奈
）
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